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Web of Science とは？

 アメリカの大手情報企業であるトムソン・ロイター社が提供
する学術文献引用索引データベース

 あらゆる分野を網羅し、包括的な収録範囲を誇る

（2014年末時点で世界中の12,500誌を収録）

 ジャーナルの分析データも充実し、インパクトファクターな
ども調べられる（Journal Citation Reports）
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各分野のコアジャーナル約12,500誌、会議録情報120,000
会議、5500万以上のレコードを収録
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Web of Science
全分野
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Web of Science のここがすごい！①

データの価値・信頼性が高い

 客観的な評価プロセスで選別した評価の高いジャーナルのみを
収録し、余分な情報を削ぎ落としているので、価値の高い論文
を探しやすい

 論文の関連情報や著者データも豊富。分野、言語、国/地域、
所属機関、発行年など、様々な観点から論文を検索可能

 情報の信頼性が高く、様々な機関が学術統計情報にも利用
→ 例えば、論文発表数の国別・年度別推移とか論文の被引用
ランキングなどといった統計は、そのほとんどが Web of 
Science のデータを基にしている
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様々な場面で利用される Web of Science データ

解説 論文成果に見る我が国の状況（文部科学省科学技術白書）
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa201001/detail/1296363.htm

The top 100 papers(世界の論文トップ100) 『Nature』記事
http://www.nature.com/news/the-top-100-papers-1.16224

こういった記事や

報告書のほとんどが
Web of Science の
データを基にしてい
るんだって
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Web of Science のここがすごい！②

引用・被引用文献情報が完備

 全ての論文データの引用・被引用情報が登録・索引づけしてあ
り、引用件数の多い論文を調べたり、関連性の高い論文を調べ
やすい。

普通だと論文の引用文献リストを辿るしかないが…

その論文より過去の文献しか調べられない

Web of Science なら引用・被引用の繋がりで調べられる！

年代に関係なく、関連性高い論文を探せる
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Garfieldの集中則

 どの分野でも、引用は特定の文献に集中する

 学問分野は相互に密接に関連している
→例えばスポーツについての研究一つをとっても、運動生理学（医学、分子生物学、生化学、栄養学、
などなど）、バイオメカニクス（物理学、数学、情報学などなど）、経営学、経済学、統計学、教育学、
心理学、メディア学など、無数の分野と関連している

 ある分野の重要な文献は、その関連分野からも参照されている

★引用件数の多い論文は重要性が高く、専門領域以外でも利用さ
れている可能性が高い

各分野のコア・ジャーナルを集めて引用で繋ぐと、
研究分野を超えて効率的な文献検索ができる
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Web of Science のここがすごい！③

情報の検索・分析機能が充実

 多彩な検索・分析機能が搭載されていて、検索結果やジャーナ
ルを分析したり、引用マップを作成したりなど、データを様々な
かたちで利用可能

ジャーナル同士の関連性を調べたり・・・

8
論文の引用マップを作成したり・・・

研究分野に関係の深い著者を探したり・・・



Web of Science を利用するには
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図書館トップページの
「データベース一覧へ」をクリック

データベース一覧の全分野外国語にある
「Web of Science Core Collection」
をクリック

学外から利用する場合には「Rのアイコン」をクリック



Web of Science トップページ
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検索項目を増やすには
「検索条件を追加」をクリック



検索例 (キーワード“iPS cell”で検索)
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検索結果の表示順番を変える

検索結果を更に絞込む（追加できる条件は分野、ドキュメントタイプ、著者名、
出版年、所属機関、言語、国/地域など多数)



検索結果から重要な文献を探す
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並び替えで「被引用数 – 多い順」を選択

山中伸弥教授のノーベル賞
の受賞理由とされる論文が
一番上に登場

桁外れの被引用数！



被引用数と論文の重要度
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 被引用数の多い論文は、それだけ注目されて利用されている
文献なので、価値が高いと言える

→被引用数の多い順に並べると、重要論文を探しやすい

 とはいえ、被引用数の多さが絶対的な指標ではないので注意
 引用されやすい分野とされにくい分野がある（人文系や基礎学問系は不利）

 被引用数には、批判のために引用している論文も含まれる

 古い論文の方が新しい論文よりトータルの被引用数では多くなりやすい

 原著論文に比べて、レビュー論文の方が引用されやすい

 英語以外で書かれた論文は、当然、被引用数は少なくなる

 論文の価値が非常に高くても、掲載誌がマイナーだと引用数は低くなりやすい

 自分の論文で過去の自分の論文を引用しまくれば、その被引用数は上がるよね

 研究手法・分析法などについての論文は超絶高引用論文となる可能性が・・・



世界で一番引用されている論文
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Protein measurement with the folin phenol reagent.

(Lowry, O. H., Rosebrough, N. J., Farr, A. L. & Randall, R. J.)

→ローリー法として知られるタンパク質の質量分析法について書かれた論文

被引用数は驚きの30万8524！(2015年10月20日時点)
ちなみに、被引用数2位はタンパク質の電気泳動分離の手法で新種のタンパク質を発見したという
論文で、3位はタンパク質の濃度測定法である「ブラッドフォード法」についての論文



引用・被引用論文を調べる
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検索結果の詳細画面を開き・・・

「被引用数」をクリックすると、
この論文を引用した論文に

「引用文献」をクリックすると、
この論文が引用した文献に



研究分野の概観や先行研究を調べるには・・・
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検索キーワードを入れて検索したあと・・・

ドキュメントタイプで「REVIEW」にチェックを
入れ絞り込みし、被引用数順に並び替える

有用なレビュー論文を読めば、研究分野の概観が
つかみやすい

更に「分野」でも絞り込めば効果的



検索結果を分析する①
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検索後「結果の分析」をクリック

結果の分析画面に



検索結果を分析する②
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著者名で分析をかけると・・・

検索キーワードについてのレコード件数
が多い著者(つまりその分野と関連の深い
研究者)が調べられる

出版物名で分析をかけると・・・

検索キーワードについてのレコード件数が多い
雑誌(つまりその分野の有力ジャーナル)が調べ
られる



ジャーナル情報を調べる

Journal Citation Reports
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 Journal Citation Reports は引用情報を元に作成さ
れた雑誌の重要度、影響度を測れるデータベース

利用にはWeb of Science 上部メニューの「Journal Citation Reports」
をクリック



Journal Citation Reports トップページ
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基本的にはここの検索窓に
調べたい雑誌名を入力して
検索

サイドメニューにはいろいろな機能も・・・



検索例 (雑誌名“Nature”で検索)

21

検索結果から該当雑誌を選択して詳細画面へ



Journal Citation Reports 詳細画面
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インパクトファクター

論文数

記事の総被引用数



インパクトファクターとは

 インパクトファクター（文献引用影響率）とは、特定のジャーナル
（学術雑誌）に掲載された論文が特定の年または期間内にどれ
くらい頻繁に引用されたかを平均値で示す尺度

→この数字が大きければ影響度の高い雑誌と考えられる

【インパクトファクターの計算方法】

A ＝ 2012年、2013年に雑誌Cに掲載された論文が2014年中に引用された回数

B ＝ 2012年、2013年に雑誌Cが掲載した原著論文の数

雑誌Cの2014年のインパクトファクター ＝ A÷B
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インパクトファクターの注意点

 雑誌の影響度を測る指数で、個々の論文や研究者の影響度を
評価するものではない

 数字は年ごとに変わる

 論文の被引用数は分野によって大きく異なるので、違う分野の
雑誌のインパクトファクターを比較しても意味はない

 インパクトファクターはジャーナルの評価を決める絶対的数値で
はなく、あくまでも尺度の一つ

[インパクトファクターについてよくある勘違い]
 「この論文のインパクトファクターを調べたいんですけど・・・」

 「私のインパクトファクターはいくつになりますか？」

 「こちらの雑誌の方がインパクトファクターが高いから、より優れた
ジャーナルなんですよね」
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インパクトファクターの問題点

 レビューが多い雑誌はインパクトファクターが上がりやすい
（計算式が「被引用数」÷「原著論分数」だから、レビュー記事は
分子の数値を上げても、分母の数字にはカウントされない）

 論文の掲載数の少ない雑誌は数値が高くなりやすい

 被引用数の計算対象を直前の2年だけにしているので、研究の
進度がゆっくりで長期的な分野では数値が低くなってしまう

 特定の専門家向けの雑誌は、学際的に広く利用されている雑
誌よりインパクトファクターは低くなりやすい

 インパクトファクターの数字は、実際のところ、その雑誌に掲載
されている平均的な論文の被引用数になっていない（平均値と
中央値の乖離）。現実には、被引用数を大きく引き上げるスター
論文がある一方、たいして引用されない論文もたくさんある

インパクトファクターはあくまでも参考指標の一つとしておくべき！
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詳細画面のここにも注目
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最新文献指数 - その年に掲載され

た論文が、同年中にどれだけ多く
引用されたかを示す指数。研究最
前線のホットな論文が多い雑誌を
調べる場合はここを注目。

被引用半減期 - その雑誌に掲載され

た論文がどれだけ長い期間を引用さ
れ続けているかを測る数字。話題性
だけでなく、ずっと影響力を与え続
けている論文が多い雑誌を探すのに
便利。

アイゲンファクター - 重要度の高い雑誌から

どれほど引用されているかを測る数値。イン
パクトファクターより、こちらの方が雑誌影
響度の実態を示していると言われている。イ
ンパクトファクターの欠点から生まれた指数
だが、まだあまり一般化されていない。

正規化アイゲンファクター - その分野のジャーナルの平
均値が1となるように計算されたアイゲンファクター。
元のアイゲンファクターより、感覚的にわかりやすい。



研究分野で影響力のある雑誌を探す①
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タブを「Categories By Rank」
に切り替え一つの分野(例えば、
MANAGEMENT)を選択



研究分野で影響力のある雑誌を探す②
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Journalsのところにある数字を
クリックすると・・・

その年のManagement分野の雑誌の
インパクトファクターランキングへ

Managementのカテゴリーに応用心理学の雑誌
もあることに注目



関係の深い雑誌を調べる
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雑誌の詳細画面の左下の方にある Journals Relationships をクリック

関連性の高い雑誌がグラフ化



最後に・・・
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 今回ご紹介しましたのは Web of Science の機能のほんの
一部です。他にもたくさんの機能がありますので、是非、いろい
ろと試してみてください。

 上部メニュー右側にはヘルプもありますので、そちらで使い方を
調べることも可能です。

 もし、わからないことなどがありましたら、気軽に職員にご相談く
ださい。メールでの質問も受け付けています。

ill-otsuka@tulips.tsukuba.ac.jp
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